
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～障がい者も、健常者も一緒に 

ハンドサッカーしようよ！！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は決まり次第、HPにアップします。 

交 流 大
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私たちは「ハンドサッカー」が大好きです。

生涯通じてハンドサッカーをやりたい。大会

にも出たい…。でもそれが出来ない。環

境がない。…そんなことでもう夢をあきら

める事はやめましょう。ハンドサッカーはこ

れから発展していくスポーツです。では誰が

発展させていく？…みなさんです。いつか

ハンドサッカーが有名なる日を信じて、一

歩、一歩ずつ前に進んで行きませんか？発展

には皆さんの協力が不可欠です。一緒にハン

ドサッカーを発展させていきましょう！私た

ちはハンドサッカーが年齢、性別はもちろん

障がいの有無関係なくみんな一緒になってプ

レイできるスポーツだと確信しています。 
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変えよう！！もう学校だけでのスポーツではない！！ 

みんなでハンドサッカーを楽しもうよ。 

5年ぶりの開催！！ 

開催日：2024年 8月 24日（土） 開始時刻：12時 30分（予定） 

場所：東京都多摩障害者スポーツセンター 体育館 

主催：多摩ハンドサッカー倶楽部   
後援（予定）:日本ハンドサッカー協会 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 

特定非営利活動法人（NPO）自立生活企画 一般社団法人全国障害学生支援センター 

一般社団法人こみゅと小平           ※2024 年春以降に各団体へ順次申請します。 

 

≪お問い合わせ先≫  多摩ハンドサッカー倶楽部代表：雪 琢馬   

TEL：080-5055-4032     メール：tama_handsoccer_club@yahoo.co.jp 

http://tamahand.sakura.ne.jp/index.html  当倶楽部の公式 Facebook あります！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加チーム募集！！】 2024年 4月 12日（金）～7月 6日（土） 

参加資格：1チーム 7人以上の参加。小学生以上でハンドサッカーの経験者。（健常者は中学生以

上）健常者は同時にコート上に立てるのは 2名までとし、原則ポジションの制限はな

い。（1チームに健常者選手の登録は人数制限はなし）だがフィールド上に出ることが

可能な健常者は 1 名まで（F・GK・SS 含む）とする。小学生は保護者同伴の参加と

し、ポジションは SS または PG のみとする。参加者はすべて自己責任において参加

すること。健常者は健常者向け大会競技規則（ガイドライン）があるので、把握しと

くこと。また一部の障がい者で本大会では健常者扱いになることもあるので、確認を

してほしい。 

 

【ボランティアスタッフ大募集！！】 
毎年大会実施に当たり多くの方々のご協力が必要です。ぜひご協力いただけま

すよう、よろしくお願いいたします。 

★スタッフの役割（一例） 

・受付 ・放送 ・記録 ・救護 ・カメラ ・広報 ・誘導   

ご自身の得意分野でご協力いただけたら幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

【観戦のご案内】 
大会当日、ぜひ観戦にいらしてください。 

開催日：2024年 8月 24日（土）   

場所：東京都多摩障害者スポーツセンター 体育館 

時間については出場チーム数によって異なりますので、7 月に当倶楽部 HP でご確認にていただけますよ

う、お願い申し上げます。 

 

【お問い合わせ先】 

 多摩ハンドサッカー倶楽部代表：雪 琢馬   

TEL：080-5055-4032     メール：tama_handsoccer_club@yahoo.co.jp 

http://tamahand.sakura.ne.jp/index.html  当倶楽部の公式 Facebook、LINE、Xあります！！ 

楽しもう！ハンドサッカー交流大会とは 
 

楽しもう！ハンドサッカー交流大会は、「勝敗」より「ハンドサッカ―を楽し

む」ことを最も大切にした大会です。選手の総数は少ないからこそ選手は

自分のプレーだけでなく、チームメイトや他チームの選手のプレーにディス

ペクトを持ち、すべての選手一人一人がそれぞれの能力を活かすことを

大切することが出来ます。選手、スタッフ、観客が一体となってワンプレ

ー、ワンプレーを応援し、みんなが笑顔です。 


